
 

 

古
く
か
ら
沖
縄
に
あ
る
ハ
ー
ブ 

ゲ
ッ
ト
ウ
は
熱
帯
か
ら
亜
熱
帯
ア
ジ
ア

に
分
布
し
、
日
本
の
北
限
は
九
州
南
部
。

沖
縄
で
は
原
野
や
人
家
近
く
で
も
普
通
に

み
ら
れ
る
。
八
重
山
で
は
赤
土
流
出
防
止

作
物
と
し
て
畑
の
畦
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
。

ゲ
ッ
ト
ウ
は
古
い
時
代
に
台
湾
か
中
国
か

ら
渡
来
し
た
帰
化
植
物
で
あ
る
。 

ゲ
ッ
ト
ウ
の
方
言
に
は
サ
ン
ニ
ン
、
サ

ミ
、
サ
ニ
ン
な
ど
、
い
く
通
り
も
あ
る
。

根
茎
は
硬
い
繊
維
質
で
、
横
に
這
い
、
節

が
あ
っ
て
そ
こ
か
ら
葉
鞘
や
花
茎
を
出
す
。

抽
台
す
る
と
花
茎
は
２
ｍ
く
ら
い
伸
び
、

４
月
初
め
に
、
そ
の
先
端
か
ら
数
珠
玉
の

よ
う
な
蕾
を
包
ん
だ
苞
（
穂
状
花
序
）
を

出
す
。
蕾
を
つ
け
た
長
い
花
序
は
垂
れ
下

が
る
。
花
は
美
し
い
黄
色
い
フ
リ
ル
に
赤

筋
が
入
る
。
一
個
の
蕾
の
中
に
は
姉
妹
が

い
て
１
個
が
咲
き
終
え
て
か
ら
後
の
も
の

は
咲
き
、
８
月
下
旬
か
ら
実
（
さ
く
果
）

を
結
ぶ
が
、
こ
れ
も
仲
良
く
２
個
並
ぶ
。 

 ゲ
ッ
ト
ウ
の
仲
間 

ゲ
ッ
ト
ウ
に
似
た
別
種
植
物
が
あ
る
。 

① 

花
束
荷【
ハ
ナ
ソ
ウ
カ
】（A

lpinia uraiensis 

H
ayata

）
は
、
草
丈
３
ｍ
以
上
、
開
花
期
は

２
月
～
７
月
。
花
は
ゲ
ッ
ト
ウ
よ
り
も
大

き
く
、強
い
芳
香
が
あ
り
、色
素
も
濃
い
。

花
序
は
開
花
と
と
も
に
下
垂
し
な
が
ら
横

に
う
ね
り
、
結
実
し
な
い
。
精
油
含
有
量

は
ゲ
ッ
ト
ウ
よ
り

も
多
い
よ
う
だ
。

ゲ
ッ
ト
ウ
と
同
様

に
用
い
ら
れ
る
。 

② 

熊
竹
蘭
【
ク
マ

タ
ケ
ラ
ン
】( Alpinia 

form
osana

 K
.S

chum
.)

は
、
花
序
が
下
垂

せ
ず
に
斜
め
上
向

き
で
、
花
は
ゲ
ッ

ト
ウ
よ
り
や
や
小

さ
い
。葉
は
ゲ
ッ
ト
ウ
よ
り
も
や
や
薄
く
、

香
が
あ
り
、
ゲ
ッ
ト
ウ
同
様
ム
ー
チ
ー
な

ど
に
用
い
る
。
ゲ
ッ
ト
ウ
と
ア
オ
ノ
ク
マ

タ
ケ
ラ
ン
の
自
然
交
雑
種
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。斑
入
り
品
種
が
観
賞
用
に
さ
れ
る
。 

③ 

青
の
熊
竹
蘭【
ア
オ
ノ
ク
マ
タ
ケ
ラ
ン
】

（A
lpinia interm

edia G
agnep.

）
は
、
花
序
が

上
向
き
に
直
立
し
、花
は
か
な
り
小
さ
い
。

葉
は
さ
ほ
ど
香
ら
な
い
。
中
薬
で
は
根
茎

を
廉
姜
【
レ
ン
キ
ョ
ウ
】
と
言
う
。 

④ 

斑
入
り
月
桃
【
フ
イ
リ
ゲ
ッ
ト
ウ
】

( A
lpinia vittata W

.B
ull

）
は
、
ゲ
ッ
ト
ウ
の
斑

入
り
品
種
で
あ
る
黄
斑
月
桃【
キ
フ
ゲ
ッ
ト

ウ
】( A

lpinia zerum
bet 'Variegata'

）
と
は
別
種

で
、
花
は
咲
き
に
く
く
、
観
賞
用
。 

 土
地
に
染
み
込
ん
だ
ハ
ー
ブ 

ゲ
ッ
ト
ウ
の
葉
は
旧
暦
の
12
月
８
日

に
鬼
餅
ム
ー
チ
ー
を
作
る
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
ち
な
み
に
こ
の
行
事
は
沖
縄
本
島
の

行
事
で
、
八
重
山
で
は
最
近
行
わ

れ
た
よ
う
だ
。
私
の
生
ま
れ
た
与

那
国
で
は
ム
ー
チ
ー
作
り
は
ク
バ

（
ヤ
シ
科
ビ
ロ
ウ
）の
葉
を
使
う
。

ゲ
ッ
ト
ウ
の
葉
で
作
る
餅
は
ウ
ン
テ
ィ
ム
テ
ィ
と

い
い
、
イ
モ
を
す
り
下
ろ
し
た
も
の
を
包
ん
で
蒸

し
た
も
の
に
な
る
。
ゲ
ッ
ト
ウ
の
葉
で
作
る
ウ
ン

テ
ィ
ム
テ
ィ
は
気
が
向
い
た
と
き
親
た
ち
は
作
る

の
で
よ
く
食
べ
た
。
肌
寒
く
な
る
頃
こ
の
香
り
が

す
る
と
シ
ン
メ
ー
鍋
の
周
り
で
隣
の
子
た
ち
も
集

ま
り
、
蒸
し
あ
が
る
ま
で
待
ち
、
皆
で
食
べ
た
。

ゲ
ッ
ト
ウ
の
香
り
が
し
み
込
ん
だ
ウ
ン
テ
ィ
ム
テ

ィ
は
懐
か
し
い
郷
愁
の
味
で
も
あ
る
。
新
学
期
が

始
ま
る
こ
ろ
ゲ
ッ
ト
ウ
も
咲
き
だ
し
、
ク
サ
ゼ
ミ

も
鳴
き
出
す
。
チ
ン
ナ
ヤ
（
グ
ミ
科
ツ
ル
グ
ミ
）

や
ム
ン
ヌ
ク
（
ヤ
マ
モ
モ
）
の
熟
れ
る
頃
で
、
遊

び
仲
間
と
遠
く
ま
で
そ
れ
を
摘
み
に
行
っ
た
帰
り

に
、
喉
が
渇
く
と
ゲ
ッ
ト
ウ
の
花
の
蕾
を
摘
ん
で

含
ん
だ
水
を
吸
っ
た
。
ま
た
つ
る
り
と
し
た
葉
は

ひ
ん
や
り
と
し
て
い
る
の
で
顔
や
首
に
あ
て
て
木

陰
で
休
ん
だ
思
い
出
が
あ
る
。 

ゲ
ッ
ト
ウ
は
全
草
を
有
効
活
用
で
き
る
。
沖
縄

の
民
間
伝
承
で
は
、
葉
を
煎
じ
て
高
血
圧
、
糖
尿

病
な
ど
の
成
人
病
予
防
に
、
種
子
を
乾
燥
さ
せ
て

気
管
支
炎
や
胃
腸
障
害
な
ど
に
用
い
る
。
シ
ョ
ウ

ガ
と
同
様
、
体
を
温
め
る
作
用
が
あ
り
、
根
茎
や

花
、
葉
も
利
用
す
る
。
私
は
不
断
の
料
理
や
テ
ィ

ー
に
用
い
る
ほ
か
、
シ
ー
ド
パ
ウ
ダ
ー
を
、
苦
み

が
あ
る
の
で
、
ス
パ
イ
ス
と
し
て
カ
レ
ー
な
ど
に

用
い
る
。
根
茎
は
滅
多
に
利
用
し
な
い
が
、
煮
込

み
ス
ー
プ
に
お
勧
め
。
花
（
シ
ェ
ル
ジ
ン
ジ
ャ
ー

フ
ラ
ワ
ー
）
は
色
と
香
り
の
至
極
の
ス
パ
イ
ス
。 

 

 

八
重
山
の
ハ
ー
ブ
＝
「
命
草
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文･

イ
ラ
ス
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写
真 

嵩
西 

洋
子 

第
４
回 

ゲ
ッ
ト
ウ
（
サ
ン
ニ
ン
） 

ゲットウ Alpinia zerumbet (Pers.) B.L.Burtt & R.M.Sm. 

ショウガ科ハナミョウガ属の多年草。英名は shell ginger, pink porcelain lily, 

variegated ginger, butterfly ginger。中薬では種子を大草蔲【ダイソウク】という 

 

ハナソウカ Alpinia uraiensis Hayata 

花束荷【ハナソウカ】は大輪月桃【タイリンゲットウ】とも呼ば

れる。台湾のタイリンゲットウとの自然交雑種でゲットウの

亜種とする説もある。大東島では防風垣として島の周囲に

植栽され、不稔であることから雄のゲットウとも称される。 


